
過去問題（令和６年度北区登録手話通訳者認定試験問題） ※一部抜粋 

教養試験問題  

 

【１】〔  〕に当てはまる言葉を下記の中から選び、番号①～⑯で答えてください。 

 

１． 令和 2 年 4 月に施行された北区手話言語条例の正式名称は、 

「東京都北区〔   〕の確立及び障害の特性に応じた意思疎通の支援に関する条例」

です。 

 

２． 障害者差別解消法が改正され、事業者（企業・店舗・団体等）による障害のある人への合理

的配慮の提供が令和 6 年 4 月 1 日から〔     〕となりました。 

 

３． 旧優生保護法の下で不妊手術を強制されたとして、被害者が国に損害賠償を求めた訴訟で、

令和 6 年 7 月 3 日、最高裁は旧法の規定を〔    〕と判断し、国に賠償責任を命じ

る判決を言い渡しました。 

 

４． 民間企業における障害者の法定雇用率は、令和 5 年度には 2.3％でしたが、令和 6 年 4 月

から〔     〕、令和 8 年 7 月には 2.7％に段階的に引き上げられます。 

 

５． 東京 2025 デフリンピック大会は、フランスのパリで開催された第 1 回目の大会から〔 

    〕周年目の記念すべき大会であり、日本では初めての開催になります。 

 

 ①障害  ②手話  ③手話言語  ④バリアフリー ⑤努力義務 ⑥義務 ⑦目標  

 ⑧憲法に合致  ⑨憲法違反  ⑩法定義務   ⑪2.4   ⑫2.5  ⑬2.6   

 ⑭25  ⑮50  ⑯100 

  

【2】次の手話通訳活動の歴史におけるできごとを、古い順に並べてください。 

 

（ア）「社会福祉法人全国手話研修センター」が設立される。 

（イ）全国初の手話サークル「みみずく」が京都に誕生する。 

（ウ）安藤・高田論文「日本における手話通訳の歴史と理念」が発表される。 

（エ）「手話通訳士倫理綱領」が制定される。 

（オ）伊東論文「ろうあ者の権利を守る通訳を『通訳論』」が発表される。 

  

 （     ）→（     ）→（     ）→（     ）→（     ） 

 

 

 

 

 

 

 



【３】1～5 の漢字のよみかたを〔  〕に書いてください。 

 

１． 汎用     〔    〕 

２． 重複     〔    〕 

３． 代替     〔    〕 

４． 訃報     〔    〕 

５． 会釈     〔    〕 

 

【４】①～⑤の四文字熟語の■の漢字を＜  ＞に書いてください。 

 

① 立 ■ 出 世   ＜     ＞ 

② ■ 心 伝 心    ＜     ＞ 

③ ■ 日 千 秋    ＜     ＞ 

④ ■ 田 引 水    ＜     ＞ 

⑤ 興 味 ■ 々    ＜     ＞ 

 

作文 

「２０１７年に国連総会で決議され、毎年９月２３日は「手話言語の国際デー」と定められました。世界ろ

う連盟は、公共の場所や施設を青色でライトアップすることを呼びかけています。今年初めて北区役所でも

ブルーライトアップが行われました。「手話は音声言語と対等である」ということが教育現場や医療現場で

広まることによって、どのような社会になるといいと思いますか。」 

 

文章表現 

「合理的配慮。」 



過去問題（令和５年度北区登録手話通訳者認定試験問題） ※一部抜粋 

教養試験問題  

【１】 ①～⑮の番号を選んで《  》内に記入してください。 
 

《   》（当時：全日本聾唖連盟長）は 1950（昭和 25）年 3 月の『日本聾唖ニュース』にて全国の《   》

に手話の出来る《   》の設置を主張しました。この主張は、その後《   》年間弱の間、《   》

が主張する全日本ろうあ者大会のスローガンとなりました。 
 

① 山本有三 ②藤本敏文 ③伊東雋祐 ④役所 ⑤福祉事務所 ⑥公的施設  

⑦ 福祉司 ⑧保健師 ⑨職員 ⑩30 ⑪20 ⑫10 ⑬全日本聴覚障害者団体連合会  

⑭全日本ろうあ連盟 ⑮全国聴覚障害者協会  

 

【2】 A～M の中から選んで《  》内に記入してください。 
 

《  》と言うのは、日常的に発音される音の単位です。《  》は単独の《  》を含みますから、それ

は日常的に発音されるわけではありません。 

《  》というのは音の長さです。例えば、「学校（がっこー）」は音節数としては《  》音節になります。 

 

A. 音節  B.2 音節  C.拍（モーラ） D.音素  E.子音  F.母音  G.促音  H.長音 

I.アクセント  J.リズム  K.1  L.2  M.3 

 

【3】次のそれぞれの文において、アとイのどちらのことばを使うのが正しいか。正しい記号に〇を付けて

ください。 

 

 １、あいづちを（ア入れ イ打ち）ながら、友だちの話を聞いていた。 

 ２、それは、作家が心血を（ア注いだ イ傾けた）作品です。 

 ３、主君に（ア弓 イ弓矢）を引いた者たちは、みなほろぼされた。 

 ４、彼は（ア舌先 イ口先）三寸で相手をまるめこんだ。 

 ５、オリンピックに照準を（ア当てて イ合わせて）練習してきた。 

 

【4】次のカタカナを、送り仮名が正しくなるように、漢字とひらがなで書いてください。 

 

１、スコヤカに育つ。    （       ） 

２、ココロヨク承知してくれた。   （       ） 

３、今日は寒いので、アタタカクして寝る。 （       ） 

４、支払いがトドコオル。   （       ） 

５、ワズラワシイ手続き。   （       ） 

 

作文 

「手話通訳者を目指した理由と今後手話通訳者として活動する中で壁に当たった際に、どのように乗り越え

るかを今までの経験を踏まえて記入してください。」 

 

文章表現 

「高血圧をそのままにしておくと、いろいろな病気につながるリスクがあります。」 
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